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要 旨 

本研究は、教員養成校で小学校教員を目指す学生が、英語の発音や小学校の教室英語の練習、英語のゲームや英語の歌

などの実践を通して、将来的に教壇に立ち英語授業を行なうことに対する不安を減らし、自信を上昇させることができる

かどうか変化を明らかにすることを目的としている。 
質問紙調査の結果、英語授業を行なうことに対し 1 名が「少し自信がなくなった」と回答した。松宮(2013)は、自身が

行なった実験及び調査において「外国語活動および外国語科で学級担任が話す英語の量」、「日本語の量、準備にかかる時

間」など、学生が模擬授業の経験を通し実際の授業へのイメージが具体化したことで、逆に不安が増加し自信低下につな

がったと報告している。小学校英語授業内で使用する教員の英語と日本語を話す量の割合は、クラスルームイングリッ

シュや教員の英語力に左右されるため、大学 1 年時より英語の積み重ねを行うための授業計画の検討が今後の課題となる。 
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Ⅰ．研究の背景と目的 

2020 年度より教科としての英語が小学校の 5、6
年生対象に始まった。平成 30 年度に文科省が行なっ

た調査「英語教育実施状況調査」によると、2018 年

にアンケートに回答した小学校教員 88,157 人中の

80.5%にあたる 60,117 人が英語授業を担当している

のは学級担任であり、11.2%(9,691人)が専任の英語教

員が英語授業を担当していると報告がある。同資料

によると、2013 年の調査時には ALT を活用している

小学校が 7,735 人であったのに対し、2018 年の調査

時には 13,044 人に増加しているほか、ALT が授業に

参加する割合も2013年の58.4%から2017年の71.4%
に増加していた(文部科学省, 2018)など、各自治体や

学校において、外国語科や外国語活動での担任の負

担を減らす努力が見られている。2017 年度に告示さ

れた小学校学習指導要領には「指導計画の作成と内

容の取扱い」の事項において、外国語活動について

は「英語を取り扱うことを原則とすること」、外国語

科については「英語を履修させることを原則とする

こと」と定めている(文部科学省, 2018）。そのため、

小学校教員は英語が得意不得意に関わらず、特に高

学年においては教科として英語の授業を担当し、同

時に評価もしなければならないという立場に立たさ

れている。 
現在教員養成校では、小学校教員を目指す学生に

対し外国語活動および外国語科にかかる教授法の授

業を行なっている。将来小学校教員を目指す大学生

は必ずしも英語を得意としている学生という訳では

ないが、そういった学生が小学校教員になった際に

堂々と教壇に立てるよう、教員養成校では学生に指

導していかなければならないという使命を負ってい

る。 
本研究では、小学校教員養成校にて小学校教員免

許を取得する予定の学生が、英語の発音や小学校の

教室英語を練習すること、またゲームや歌などの実

践を通して、将来小学校の教員として教壇に立ち、

英語授業を行なうことに対する不安を減らし、自信

を上昇させることができるかどうかについて研究す

る。 
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Ⅱ．先行研究のレビュー 

１．英語授業に対する現職教員の英語に対する不安

について 

2019年に語学教室を運営する企業であるイーオン

が現役小学校教員 270 名を対象に行なった「小学校

の英語教育に関する教員意識調査2019」は、アンケー

トに回答した教員の66％が英語を教科として小学校

の 5、6 年生に教えることに不安を感じており、回答

した教員の 50％が小学校の 3、4 年生に外国語活動

を行い、英語を教えることに不安を感じていると報

告している(イーオン, 2019）。英会話教室や英語教材

開発を手がけている mpi 松香フォニックスが 2017
年に「学習指導要領改訂案を踏まえた小学校の英語

教育に関する意識調査」を現役小学校教員 206 名を

対象に行なった結果、小学校 5、6 年生の英語の教科

化に伴い英語授業を実施する上で最も困難であると

感じていることは「英語で話すこと」、「英語でやり

とりをすること」であることが明らかとなった。ま

た、アンケートに回答した小学校教員自身の英語力

については、6 割以上が自身の英語力に自信がない

と回答していることが報告された(mpi 松香フォニッ

クス, 2017）。小学校教員の英語力・指導力に関する

不安について、米崎ら(2016)は、「20 年程前より外国

語教育に関する様々な調査が様々な機関や組織に

よってなされてきたが、調査開始から 20 年経った現

在でも小学校教員の外国語授業に関する不安は払拭

されていない上、これから更に他教科とのバランス、

児童への負担と混乱、授業評価、小学校英語教育の

本質の理解といった新たな不安要素を小学校教員は

背負わされることになると指摘している。小学校教

員養成課程における英語運用能力について櫻井

(2018)が現職教員に対してアンケート調査を行なっ

たところ、英語の 4 技能の中でスピーキングが最も

苦手であるという教員が多く、現場で教えるにあた

りスピーキング力を大学時代につけておきたかった

と述べていると報告をしている。併せて櫻井は発音

指導の重要性について述べており、その指導におい

ては音声のみならず唇や舌の動きなど視覚的な情報

に基づく指導が必要であり、少人数で学生それぞれ

の発音を確認しながら指導する必要があると述べて

いる(櫻井, 2018)。米崎ら(2016)が 174 人の現職教員

に小学校外国語活動の教科化・低学年化に対する小

学校教員の不安についてアンケート調査を行なった

ところ、英語発音力への不安については「発音に敏

感な時期に間違った発音で指導すれば子どもたちの

発音は間違ったものになるのではないか」といった

教員自身の発音力を心配する声がほとんどであった

と報告している。 

２．英語授業に対する大学生の英語に対する不安に

ついて 

福和と中津(2014)は、小学校教員を志望する大学生

の小学校外国語活動に対する不安度の調査を、小学

校教員を目指している 154 名の大学生に行なったと

ころ「小学校外国語活動を担任教師として行うこと

に不安を感じている」という回答が全体の 59%で

あったが、回答した 59%の学生のうち、英語学科以

外の学生の回答では 70.7%が不安を感じていると回

答していたと述べている。同じように英語学科以外

の学生の回答では「発音指導に不安を感じている」

と回答した学生は、71.9%にのぼったことが報告され

た(福和・中津, 2014)。英語を得意としない学生は、

英語授業を行なうことに対してより不安を感じてい

ると考えられる。木原(2017)は、小学校教員を目指す

100 人の学生にアンケートを実施したところ、51 人

の学生が将来小学校で担任として外国語活動の授業

を行なうことに対する不安であると回答しており、

その理由として「苦手意識をもっている」「英語力の

不足」「発音に自信がない」等が挙げられていたと報

告している。回答した学生達は、将来外国語活動の

授業を担当するために必要な自身の英語練習として

「英語の発音練習」、「英会話練習」、「単語数を増や

す」の順で努力の必要性を挙げていた(木原, 2017）。
英語が苦手であると感じている学生も小学校の教員

になるにあたり、英語学習への努力の必要性を認識

しており、発音、英会話、単語数を増やすことなど

について努力しようという意志を伺うことができる。

小学校教員を志望する大学生の英語活動に関する意

識調査を行なった名畑目(2014)は、アンケートに回答

した大学生の多くは英語活動を教員として教えるこ

とに不安を抱いており、回答したうちの約半数であ

る英語に好意的な学生は、英語を教えることが楽し

みであると感じているが、英語に否定的な印象を

もっている学生達は英語活動を行なうことに大きな

不安を抱えていることが示されたことにより、子ど

もに楽しい英語活動を行なえるような教員の育成に

は、大学生自身が英語によるコミュニケーションの

楽しさを、実体験を通して学ぶことが必要であると

述べていた。名畑目(2014)が行なったアンケートに協
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力した大学生達からは、外国語活動を担当する小学

校教員にはスピーキング力、英語でのコミュニケー

ション能力、英語の発音が重要であるため、発音練

習、スピーキング練習、模擬授業、授業実習を通し

小学校での実践方法を学ぶことを望んでいるとの報

告がなされている。発音や英語で話す活動の重要性、

また、大学生自身が英語活動の楽しさを実体験する

ことが重要であることから、本研究では発音の勉強

をしつつ、英語活動の楽しさを実体験することに重

点をおいた取り組みをする。 

３．英語を苦手と感じる大学生の特性および有効な

英語学習の方法について 

 英語授業に不安を抱く学生は、英語が苦手であっ

たり嫌いであったりする学生が多く、英語が苦手な

大学生は「大学入学までの人生における英語学習へ

の挫折の経験からくる不安」、「英語学習に対する

目標の維持の困難さからくる不安」、「大学で英語

を再度学ぶ際の不安」の合計 3 つの不安をもってい

ると千田は指摘している(千田,2013)。英語学習への

挫折の結果、英語の意欲を喪失した要因について、

津村(2010)は「文法が難しい」、「試験が難しかった」、

「覚えることが多すぎると感じた」、「授業が難し

かった」、「どうしてもテストで良い点が取れない」、

「上達しているかどうかわからない」、「勉強する方

法がわからない」などであると報告している。英語

学習に関する負の経験を積んだ結果、意欲を喪失し

ている者に対して大学入学後も中学高校と同じよう

な学習をさせようとしても、再び学習者が積極的に

なることはないと酒井ら(2010)は指摘している。更

に、英語学習への意欲を失っている大学生を英語の

授業に積極的に参加させるためには、これまで体験

したことがないような方法を使うことで、英語学習

そのものに興味をもたせる必要があり、教科書の英

語を読んで訳すだけの授業は好ましくないと牧野

(2013)は指摘している。具体的な取り組み案として

(牧野 2012a,2012b,2012c,2016)は、「英語での協同学

習を行なうためのグループでのスピーチトレーニン

グ」、「洋楽を使った英語聞き取りのトレーニング」、

「チャンツや英語劇を使ったスピーキング練習」、

「英語絵本を使いリーディングに興味を持たせる」

等、中学校や高等学校で行なっていない方法を使う

ことが有効であると報告していることから、今回は、

Siri や OK google を発音及び教室英語のフレーズ練

習に使用することで、今までとは違った英語学習の

在り方のひとつを体験するという試みも行なった。 

Ⅲ．対象と方法 

１．調査対象 

調査対象は、岡崎女子大学子ども教育学部子ども

教育学科 3 年生英語科教育法受講者 23 名であった。

調査期間は令和元年 10 月〜1 月の 4 ヶ月間で、研究

方法として、質問紙調査を用いた。 
調査内容は、(1) 発音練習について(4件法) (2) 発

音練習について(自由記述) (3) 発音練習結果につ

いて(5 件法) (4) 教室英語について(4 件法) (5) 教
室英語について(自由記述) (6) 英語活動体験につ

いて(選択) (7) 英語活動体験について(自由記述) 
(8) 英語活動体験について(4 件法) (9) 英語の授業

を行なうことについて(5 件法) (10) 英語自体に対

する気持ちの変化について(5 件法)であった。質問紙

調査は、第 13 回の授業時に調査を行なった。 
質問調査項目について、岡崎女子大学・短期大学

研究倫理委員会にて審査の上承認をうけた(承認番

号 49)。質問紙調査を始める前に、改めて本研究の目

的を伝え、調査の協力および本研究の論文化と内容

公開について同意を得た。 

２．実験方法 

 本研究では、実験の方法として、(1)発音練習（発

音練習のインプット）(2)Siri や OK google を使用し

た教室英語のフレーズ練習（発音練習のアウトプッ

ト）(3)英語の絵本・英語の歌・英語のゲームなどの

英語活動実践をさせるという 3 つの方法を用いた。 

２−１．発音練習について 

 英語授業に不安を抱く学生は、英語が苦手であっ

た本研究では、/ l /、/ r /、/ ð /、/ θ /、/ s /、/ v 
/、/ f /、/ t /、/ p /の子音の練習を行なった。1 回

の授業につき１つ新出の子音を学習し、合計 9 つの

子音の発音を継続的に練習した。いちど習った発音

は毎週練習することで繰り返し何度も同じ発音を練

習した。また、発音方法の確認をするためパワーポ

イントで画像による表示を行ない、口頭での説明の

他に、L の発音では割り箸、R の発音では糸を用い

て下の使い方を確認した。P の発音ではティッシュ

ペーパーを用いて息の強さを確認した。 
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２−２．フレーズ練習及びその録音について 

 英語科教育法授業では、学習した発音練習のアウ

トプットとして、英語のフレーズ練習を取り入れた。

『3 語でできる！小学校の教室英語フレーズ集』(ア

ルク, 2009)にあるフレーズを、1 回あたり 20 フレー

ズ程、既習の発音に気をつけながら練習した。その

後、各自携帯の Siri または OK google を使用し携帯

の音声機能が、各自が発音した英語のフレーズを認

識するかどうか、携帯の機能に対して話す練習を行

ない、最後に練習したフレーズを録音させた。第 1
回から、第 13 回まで上記作業を繰り返し行ない、最

終回では自分が録音した最初の記録と最後の記録を

比べることで、各自がどれだけ発音の効果が上がっ

たかという自己評価を行なわせた。 

２−３．英語の絵本・英語の歌・英語ゲームなどの英

語活動実践について 

 第 1 回の授業の際に、英語の絵本・英語の歌・英

語のゲームの見本を見せ、第 2 回の授業より、学生

がグループ毎に、絵本・歌・ゲームのどれか 1 つ好

きな出しものを選び、毎時間持ち回りで英語活動実

践を行なった。 

Ⅳ．調査結果 

１．分析方法 

 質問項目 10 項目中、(1)、(3)、(4)、(6)、(8)、(9)、
(10)については単純集計を行なった。(2)、(5)、(7)に
ついては自由回答からテキストマイニング(ユー

ザーローカル テキストマイニングツールによる分

析 https://textmining.userlocal.jp を使用)を行なった。

また、テキストマイニングの結果について、出現頻

度及びスコア（TF-IDF 法）の両方を表にまとめた。 

２．質問項目ごとの回答結果 

 

２−１． 

 授業で行なった発音練習は、将来子どもに教える

上での助けになると思いますかという質問に対し、

そう思うが 20(90%)、まあそう思うが 2(10%)であっ

た。 
 

 

 

表 1．発音練習が小学校教員として、子どもに教える上での助けにな

ると思いますか                              （n=22） 

項目 そう思う 
まあ 

そう思う 

あまり 

そう思わない 

そう 

思わない 

人数 20 2 0 0 

% 90 10 0 0 

２−２． 

 授業で行なった発音練習について、何かコメント

などがありましたらお書き下さいという質問に対す

るコメントをテキストマイニングした結果、単語が

3 回以上出現したもので、出現頻度が多い方から名

詞については、「発音」、「練習」、「舌」、「動き」、「イ

ラスト」の順で多く、動詞については、「できる」、

「分かる」、「知る」、「思う」の順で頻出された。形

容詞では、「やすい」、「良い」の順であった。スコア

順では、名詞では、「発音」、「lice」、「taste」、「rice」、
「舌」、「練習」、「動き」の順に高く、動詞では、「行

なう」が挙がった。発音練習を舌の動きのイラスト

を見ながら行なうことでよく分かったという内容の

意見が最も多く、lice と rice の発音の違うと意味が

違うというタイプの単語をもっと知りたくなったと

いう意見も見られた。 

 
表 2．出現頻度順（3 以上） 

名詞  発音(12)、練習(8)、舌(4)、動き(4)、イラスト(3) 

動詞  できる(8)、分かる(4)、知る(3)、思う(3) 

形容詞  やすい(5)、良い(5) 

※ ( )内は出現頻度 

 
表 3．スコア順（0.5 以上） 

名詞 
発音(16.75)、lice(7.65)、taste(3.84)、rice(3.17)、

舌(1.31)、練習(0.91)、動き(0.53) 

動詞 行なう(2.02) 

※( )内はスコア 

 
２−３.  
 授業で行なった教室英語のフレーズ練習での録音

で、最初と最後の録音を聞き比べて、良い意味での

変化があったと思いますかという質問について、教

室英語のフレーズ練習の結果、最初の録音と最後の

録音の聞き比べを行ない、変化があったと回答した

学生は6(27%)、少しあったと回答した学生は11(50%)、
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何とも言えないと回答した学生は4(18%)、あまりな

かったと回答した学生は1(5%)であった。 

 

表 4．授業で行なった教室英語のフレーズ練習での録音で、最初と最

後の録音を聞き比べて、良い意味での変化があったと思いますか 

                                                                （（n==22））  

項目 
あっ

た 

少し 

あった 

何とも 

言えない 

あまり 

なかった 
なかった 

人数 6 11 4 1 0 

% 27 50 18 5 0 

  

２−４.  
 授業で行なった教室英語のフレーズ練習は、子ど

もに教える上での助けになると思いますかという質

問に対し、そう思うが19(86%)、まあそう思うが

3(14%)であった。 

 

表 5．授業で行なった教室英語のフレーズ練習は、子どもに教える上

での助けになると思いますか                                  （（n==22）） 

項目 
そう思

う 

まあそう

思う 

あまりそう

思わない 

そう思わ

ない 

人数 19 3 0 0 

% 86 14 0 0 

 
２−５.  
 授業で行なった教室英語のフレーズ練習について、

何かコメントなどがありましたらお書き下さいとい

う質問に対するコメントをテキストマイニングした

結果、単語が 2 回以上出現したもので、出現頻度が

多い方から名詞については、フレーズが 2 回、単語

が 2 回、英語が 2 回であった。動詞については、で

きるが 3 回、思うが 2 回であった。スコア順では、

名詞として、他の方法、例文、フレーズ、校則の順

に高かった。授業で使えそうな英語の基本的なフ

レーズを知ることができて良かった、始めに比べる

と自分の発音に変化があって嬉しかった等というコ

メントの他、Siri などを使った発音練習は大学生だ

からできることだと思うという意見も見られた。 

 
表 6．出現頻度順 (2回以上) 

名詞 フレーズ(2)、単語(2)、英語(2) 

動詞 できる(3)、思う(2) 

※( )内は出現頻度 

表7．スコア順（0.5 以上） 

名詞 
他の方法(2.39)、例文(1.75)、フレーズ(0.72)、

校則(0.71) 

※( )内はスコア 

 

２−６.  
 授業で行なった英語の歌・絵本・ゲーム発表の時

間で、あなたは歌・絵本・ゲームのどれを行ないま

したかという質問に対しては、7 人が歌、2 人が絵

本、13 人がゲームを選択したと回答した。 

 

歌 絵本 ゲーム 

7 人 2 人 13 人 

 
２−７. 

 上記6.の活動を行なった感想をお書き下さいとい

う質問に対するコメントをテキストマイニングした

結果、単語が3回以上出現したもので、出現頻度が多

い方から名詞については、英語が6回、発音が3回、

経験が3回、先生が3回、ゲームが3回であった。動詞

については、できるが8回、思うが8回、教えるが4
回、行なうが3回、楽しむが3回であった。形容詞は、

楽しいが5回、良いが5回、よいが3回であった。スコ

ア順では、名詞では、早口言葉、発音、CD、英語、

ネイティブ、絵本、アイディアの順に高く、動詞で

は、行なうが挙がった。コメントとしては、楽しく

行なうことができた、楽しむことができた、など、

楽しいというコメントを中心に記載されていた。ま

た、準備が大変だったが、みんなが笑顔で活動に参

加してくれたのでやってよかった、子どもの前に

立って英語を教えることに対する抵抗が減った、と

いう前向きな意見やより楽しめるような声のかけ方

をもっと考えたいと思った、という未来に対して前

向きな意見も見られた。「先生が英語で全て行なう

のは難しいけど、CDやネイティブの先生と一緒にや

るなどして、工夫できることが分かりよかったで

す。」という、将来の小学校英語授業に対して肯定的

な考えや「絵本は他のグループでいなかったので、

発表をすることができたことは新鮮ではないかと思

いました。」「もっと発音をスラスラと言えるように

なりたいです。」というポジティブなコメントが見ら

れた。 
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表 8．出現頻度（3 回以上） 

名詞 英語(6)、発音(3)、経験(3)、先生(3)、ゲーム(3) 

動詞 できる(8)、思う(8)、教える(4)、行なう(3)、楽しむ(3) 

形容詞 楽しい(5)、良い(5)、よい(3) 

※( )内は出現頻度 

 

表 9．スコア順(0.5 以上) 

名詞 
早口言葉(3.67)、発音(1.48)、CD(1.29)、英語(0.98)、ネイ

ティブ(0.7)、絵本(0.57)、アイディア(0.5) 

動詞 行なう(4.01) 

※( )内はスコア 

 
２−８..  

 英語の歌・絵本・ゲーム発表の時間は、子どもに

教える上での助けになると思いますかという質問に

対し、そう思うが21(95%)、まあそう思うが1(5%)で
あった。 

  

表 10．英語の歌・絵本・ゲーム発表の時間は、子どもに教える上での

助けになると思いますか                                    （（n==22）） 

項目 そう思う 
まあそう

思う 

あまりそう

思わない 

そう思わ

ない 

人数 21 1 0 0 

% 95 5 0 0 

 

２−９..   
  授業開始前と比べ、将来、英語の授業を行なうこ

とに対する気持ちの変化はありましたかという質問

に対し、20名(95%)が、「自信がもてるようになった」、

「少し自信がもてるようになった」と回答している

が、「少し自信がなくなった」と１名が回答してい

た。 

 

表 11．授業開始前と比べ、将来、英語の授業を行なうことに対する気

持ちの変化はありましたか 

                                       (n=21) 

項目 

自信がも

てるよう

になった 

少し自信が

もてるように

なった 

変化

なし 

少し自

信がな

くなった 

自信が

なくなっ

た 

人数 3 17 0 1 0 

% 14 81 0 5 0 

 

２−１０.  
 授業開始前と比べ、英語自体に対する気持ちに変

化はありましたかという質問に対し、好きになった

が 7(33%)、少し好きになったが 12(57%)、変化なし

が 2(10%)であった。変化なしのうち 1 名は、元々好

きであるという意見であった。 

 

表 12．授業開始前と比べ、英語自体に対する気持ちに変化はありま

したか 

                                      (n=21) 

項目 
好きに

なった 

少し好きに

なった 

変化な

し 

少し嫌い

になった 

嫌いに

なった 

人数 7 12 2 0 0 

% 33 57 10 0 0 

 

Ⅴ．考察 

 本研究では、教員養成校にて小学校教員免許を取

得する予定の学生が、英語の発音や小学校の教室英

語を練習すること、ゲームや歌などの実践を通して、

将来教壇で授業を行なうことに対する不安が減り、

英語授業に対する自信をもつことができるかどうか

を研究した。 

 発音練習については、回答した全員が肯定的な回答

で、発音練習の際に舌の動きのイラストを見ながら行

なうことが良かったと回答している。Siriやgoogleを活

用した教室英語のフレーズ練習については、最初の録

音と最後の録音の聞き比べを行ない、フレーズにかか

る発音についてポジティブな変化が見られたと回答し

た学生は全体の77%であった。また「授業で使えそうな

英語の基本的なフレーズを知ることができて良かっ

た」、「始めに比べると変化が合って嬉しかった」等と

いうコメントの他、「携帯をもつ大学生だからできるこ

とだと思う」という意見も見られた。Siriやgoogleを使

用したフレーズの発音練習については、あくまでも教

員を目指す学生の発音練習であったため、携帯などが

使用できる人である。しかしながら、もし児童にフレー

ズの発音練習を行なう場合には、小学校にあるコン

ピュータやヘッドセットを使用することになる。文部

科学省(2019)は、学校における教育の情報化の実態等

に関する調査結果について、児童5.4人あたり教育用コ

ンピュータ１台が使用できる状況であり、インター

ネット接続率は、93.4%であると報告している。音声認

識機能はgoogle chromeで使用することができることか
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ら、小学校においても設置してあるパソコンにgoogle 
chromeをインストールし、ヘッドセットを使用するこ

とで、英語の音声認識機能で、自分の発音を確認する

ことも可能であるが、その際には、全てのパソコンの

言語設定を「英語」に切り替えなければならない。小

学校教員の労働量を考えるととてもそれができる環境

であるとは思えない。では、最近小学校に普及しだし

ているタブレット型のものではどうかとなると、2017
年度の普通教室のLAN整備率は40.7%であり、タブレッ

トを使って行なうということも難しい。小学校によっ

てはシャドーイングやディクテーションができるアプ

リを既にインストールしている学校もあるため、小学

生への発音練習としては、既成のソフトなどを活用す

るということが無難であると考えられる。 

 授業で行なった英語の歌・絵本・ゲーム発表では、

7人が歌、2人が絵本、13人がゲームを選択し、それ

らの活動は子どもに教える上での助けになると思い

ますかという質問に対して全員がポジティブな（そ

う思う、まあそう思う）回答をした。また、自由記

述をテキストマイニングしたところ、「楽しく行なう

ことができた」「楽しむことができた」など、活動が

楽しかったというコメントを中心に記載されていた。

また、「準備が大変だったが、みんなが笑顔で活動に

参加してくれたのでやってよかった」「子どもの前に

立って英語を教えることに対する抵抗が減った」「よ

り楽しめるような声のかけ方をもっと考えたいと

思った」という前向きな意見が散見された。 

 授業開始前と比べ、将来、英語の授業を行なうこ

とに対する気持ちの変化はありましたかという質問

に対し、95%が「自信がもてるようになった」、「少

し自信がもてるようになった」と回答し、1名が「少

し自信がなくなった」と回答していた。この回答の

理由については不明であるが、英語の模擬授業など

を通して自信を低下させた結果について、松宮

(2013)は、自身が行なった実験及び調査から模擬授

業の経験を通して実際の授業へのイメージが具体化

することで逆に不安が増加し自信低下につながった

と考えられると報告している。具体的な不安の例と

しては、外国語活動および外国語科で学級担任が話

す英語の量と日本語の量、準備にかかる時間、小学

生の英語の理解度、ALT とのティームティーチング

などを松宮(2013)は挙げていた。授業内での英語と

日本語の話す量の割合については、授業内でのクラ

スルームイングリッシュやスモールトークに関わっ

てくること、またそれらは学生の英語力にかなり左

右されることから将来教員を目指す学生に対しては、

大学１年生からの英語の積み重ねを行なう必要があ

りその為の準備が課題となる。 

 
Ⅵ．まとめと今後の課題 

 本研究では、サンプル数が21と少人数ではあるが、

発音練習、Siriやgoogleを使用したフレーズ練習、英

語の歌・絵本・ゲーム発表などで活動した結果、授

業開始前と比べ、将来、英語の授業を行なうことに

対し全体的にポジティブな自信への変化につながっ

たことが明らかになった。しかし、将来小学校教員

となる大学生自身が「自分のもっている単語や外国

語の文法などの知識を全て使いなんとか伝達しよう

とする体験」を行なうことができたかというと、そ

うではなかった。 

 東京学芸大学が行なった「英語教員の英語力・指

導力強化のための調査研究事業」の平成 28 年度報

告書には、小学校で英語を教える上で、教員を目指

す学生が卒業までに身につけておくべき英語力の目

標を英検2級程度に設定をしている。本学科学生の

英語授業に対する自信の持ち方としては、やはり英

検2級程度の英語力があると比較的自信をもって授

業に取り組んだり、模擬授業に臨んだりしている。 

 小学校教員を目指す大学生が英語への自信喪失か

ら英語の授業において教壇に立つことに自信を喪失

しないよう配慮しながらも、自分のもっている単語

や外国語の文法などの知識を全て使いなんとか伝達

しようとすることを体験することで、自分の英語力

について自己認識をし、英語学習自体への積極的動

機につながればよいと考える。 

 今後の課題として、1年生からの英語の積み重ねを

行なうべく、指導上のカリキュラム構成の吟味が必

要であること、また次回の課題として、自分のもっ

ている単語や外国語の文法などの知識を全て使いな

んとか伝達しようとすることを体験することができ

るような手だてを考え、それを授業に取り入れるこ

とが必要であると考える。 

付記 

本研究は、令和元年度岡崎女子大学・岡崎女子短

期大学研究倫理委員会による研究倫理審査No.49の
承認を受けて実施している。 
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